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論文内容の要旨
本論文は不規則励振をうける線形多自由度系に対し、最適制御理論のご.乗平均値最小の手法を応用
して、線形で最適な振動絶縁装置を構成する手法を提案したものであり、次の11章から構成されてい
る口
第 1 章は緒論であり、まず従来の振動絶縁装置の構成法の展望を示し、次に一般的に重要で実際に
遭遇する不規則振動に対して、正弦波振動に対する手法を準用することは不適当であることを述べ、
新しい手法として、統計的評価による最適制御理論を用いた設計手法の確立が要求されていたことを
述べた。
第 2 章では線形多自由度系に不規則な外力励振と変位励振が同時に作用するとき、系の応答の二乗
偏差の平均値を最小にする線形振動絶縁装置の構成子法を周波数領域の二乗平均値最小の手法を用い
て確立し、最適振動絶縁装置は一般に、エネルギー源をもっ能動型の装置になることを示した。
第 3 章では第 2 章の子法で得られる能動型振動絶縁装置を用いることのできない振動に対して、で
きるだけ最適系の性能に近い性能をもっ受動型振動絶縁装置の決定法を提案した。
第 4 章では第 3 章と同じ立場ではあるが第 3 章とは別の手法、すなわち、非線形計画法における極
値探索の手法を用いて、受動型振動車色縁装置としては最高の性能を得る装置の構成法を確立した。
第 5 章では第 2 章~第 4 章で述べた手法により構成した振動絶縁装置と従来の手法で構成した振動
絶縁装置との差異を比較検討し、著者の手法が一般的かっ合理的で、あることを示した。
第 6 章では乗物の乗心地を最良にする振動絶縁装置の構成法として、従来のような試行錯誤的な手
法でなく、一度の解析で最適化が行なえる手法を提案した。
第 7 章では弾性構造物に対する最適振動絶縁装置の構成法を提案し、さらに、それを簡単化するこ
とによって得られる準最適振動絶縁装置の構成法も示した。
円
i
「D??
第 8 章では能動型最適振動絶縁装置の実現に関する基礎的研究としてフィードパック型の振動絶縁
装置の構成法を示し、その系のアナログ計算機によるシミュレーション実験を行ない、安定な振動絶
縁装置が得られることを示した。さらに、最適振動絶縁装置を簡単な油圧装置と補償凪路で構成する
手法を示し、実験した結果、最適振動絶縁装置は実現可能であることを示した。
第 9 章では衝撃をうける振動系に対する二乗偏差積分値最小の線形絶縁装置を構成する手法として、
第 2 章の設計手法が利用できることを述べ、衝撃励振が不規則励振の一種として取扱えることを示し
た。
第10章では最適振動絶縁装置の設計法として、時間領域の手法を提案し、この手法によって得られ
る系は第 2 章の周波数領域の手法により得られる系と一致することを示した。
第11章は以上の研究の結論である。
論文の審査結果の要旨
構造物に対し振動源からの振動伝達を軽減するための振動絶縁装置の設計法としては、一定の正弦
波励振に対する理論が一般に知られている。しかし、このような理論の適用範囲は狭く、実際上重要
な不規則励振に対しては、従来、二三の試みがなされていたけれども、合理的な理論が確立されてい
なかった。
本論文は、不規則励振に対する振動絶縁装置の統一的な設計理論を提案し、その応用例を示したも
のである。すなわち、構造物に定常不規則振動または衝撃が加えられた場合について、最適制御理論
を適用して、線形要素から成る絶縁装置の最適構成を求める理論を展開している。
つづいて、この理論を適用して、種々の場合について装置の構成法を示し、性能の評価を明らかに
している。さらに車輔の乗心地を最良にする装置や、弾性構造物についても、理論の応用を示してい
る。また、求められた最適系は、一般にエネルギー源をもった能動型要素を含むものになるが、これ
をパネとダッシュポットから成る受動型の近似最適系に置換える手法も与えている。
以上の研究成果は、各種構造物の防振に対して、理論的に新知見を加えるとともに、従来知られな
かった有力な子段を提供するものであって、工学上貢献するところが大き ~)o よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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